
(57)【要約】

【課題】トンネル坑内等の換気用に好適な浄化用パイプ

を提供することである。

【解決手段】吸込み孔３が全体にわたって形成された吸

込み管１内に吐出管２を組込み、その吸込み管１の内径

面と吐出管２の外径面間に円筒状の還流通路４を形成す

る。吐出管２に半径方向外方に延びて吸込み管１を半径

方向に貫通する排出筒５を吐出管２の長さ方向に間隔を

おいて形成する。吸込み管１内に吸引力を付与して外周

囲の空気を吸込み孔３から還流通路４内に吸引し、吐出

管２内に圧送される新鮮な空気を排出筒５から排気して

、吸込み管１の周囲の汚れた空気を新鮮な空気に置換す

る。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 汚 染 物 質 の 吸 込 み 孔 が 全 長 に わ た っ て 一 様 に 形 成 さ れ た 吸 込 み 管 と 、 そ の 吸 込 み 管 内 に
組 込 ま れ て 吸 込 み 管 の 内 径 面 と の 間 に 円 筒 状 の 還 流 通 路 を 形 成 す る 吐 出 管 と か ら 成 り 、 前
記 吐 出 管 に は 半 径 方 向 外 方 に 延 び て 前 記 吸 込 み 管 を 半 径 方 向 に 貫 通 し 、 吐 出 管 内 に 圧 送 さ
れ る 浄 化 物 質 を 吸 込 み 管 の 外 周 囲 に 排 出 す る 複 数 の 排 出 筒 を 吐 出 管 の 長 さ 方 向 に 間 隔 を お
い て 設 け た 浄 化 用 パ イ プ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 ト ン ネ ル 坑 内 等 の 換 気 用 と し て 、 あ る い は 汚 染 さ れ た 土 壌 の 改 質 用 等 に 用
い ら れ る 浄 化 用 パ イ プ に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 、 既 設 の ト ン ネ ル に お い て は 、 自 動 車 の 往 来 に よ っ て 排 ガ ス が 充 満 し 、 あ る い は
砂 塵 が 浮 遊 し て 環 境 が 著 し く 悪 い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ の 環 境 改 善 の た め 、 ト ン ネ ル 坑 内 に 大 型 の フ ァ ン を 設 置 し 、 そ の フ ァ ン の 回 転 に よ り
ト ン ネ ル 坑 内 を 換 気 す る こ と が 行 な わ れ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ で 、 フ ァ ン の 回 転 に よ る ト ン ネ ル 坑 内 の 換 気 に お い て は 、 送 風 範 囲 が 狭 い た め 、
換 気 用 空 気 を 充 分 に 取 り 入 れ る こ と が で き ず 、 換 気 効 率 が き わ め て 悪 い 。 ま た 、 ト ン ネ ル
坑 内 の 汚 染 空 気 は 大 気 に 直 接 排 出 さ れ る た め 、 大 気 汚 染 の 問 題 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 近 年 、 建 物 の 天 井 等 か ら 剥 離 し て 空 気 中 に 浮 遊 す る ア ス ベ ス ト や 、 ア ス ベ ス ト 製 断 熱 材
等 の 建 材 か ら 分 離 、 浮 遊 す る ア ス ベ ス ト の 人 体 へ の 影 響 が 問 題 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 建 造 物 の 解 体 に よ り ア ス ベ ス ト 製 建 材 を 除 去 し て 他 の 建 材 に 取 り 替 え る 工 事 が
行 な わ れ よ う と し て い る 。 こ の 場 合 、 ア ス ベ ス ト が 周 辺 に 浮 遊 す る お そ れ が あ る た め 、 安
全 対 策 を 図 る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 解 体 時 の 安 全 対 策 に は 、 密 閉 さ れ た 作 業 空 間 を 形 成 し 、 そ の 作 業 空 間 内 に お い て 解 体 作
業 を 行 な う こ と に よ り 、 周 辺 に ア ス ベ ス ト が 浮 遊 す る の を 防 止 す る こ と が で き る た め 、 き
わ め て 有 効 な 方 法 で あ る 。 し か し 、 こ の 場 合 、 解 体 作 業 空 間 が ア ス ベ ス ト に よ り 汚 染 さ れ
、 解 体 作 業 者 の 健 康 不 安 が 発 生 す る た め 、 上 記 解 体 方 法 の 採 用 に あ た っ て は 、 解 体 作 業 空
間 内 の 汚 染 空 気 を 回 収 し つ つ 換 気 を 行 な い 、 ク リ ー ン な 作 業 環 境 を 作 る 必 要 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 工 場 跡 地 の 土 壌 汚 染 に よ る 飲 料 水 等 の 水 質 悪 化 も 問 題 と さ れ 、 そ の 汚 染 土 壌 の 改
質 対 策 が 望 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 発 明 の 課 題 は 、 ト ン ネ ル 坑 内 の 汚 染 空 気 等 の 汚 染 物 質 を 清 浄 な 空 気 等 の 浄 化 物 質 に
効 果 的 に 置 換 す る こ と が で き る よ う に し た 浄 化 用 パ イ プ を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 こ の 発 明 に お い て は 、 汚 染 物 質 の 吸 込 み 孔 が 全 長 に わ た
っ て 一 様 に 形 成 さ れ た 吸 込 み 管 と 、 そ の 吸 込 み 管 内 に 組 込 ま れ て 吸 込 み 管 の 内 径 面 と の 間
に 円 筒 状 の 還 流 通 路 を 形 成 す る 吐 出 管 と か ら 成 り 、 前 記 吐 出 管 に は 半 径 方 向 外 方 に 延 び て
前 記 吸 込 み 管 を 半 径 方 向 に 貫 通 し 、 吐 出 管 内 に 圧 送 さ れ る 浄 化 物 質 を 吸 込 み 管 の 外 周 囲 に
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排 出 す る 複 数 の 排 出 筒 を 吐 出 管 の 長 さ 方 向 に 間 隔 を お い て 設 け た 構 成 を 採 用 し た の で あ る
。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 の 構 成 か ら 成 る 浄 化 用 パ イ プ に お い て 、 ト ン ネ ル 坑 内 等 の 換 気 に 際 し て は 、 還 流 通
路 の 端 部 に ブ ロ ワ を 接 続 し 、 そ の ブ ロ ワ の 回 転 に よ り 還 流 通 路 に 吸 引 力 を 付 与 し て 吸 込 み
管 の 周 囲 の 汚 染 空 気 を 吸 込 み 孔 か ら 還 流 通 路 内 に 吸 引 す る と 共 に 、 吐 出 管 内 に 新 鮮 な 空 気
を 圧 送 し 、 排 出 筒 の 開 口 端 か ら 排 気 さ せ て 汚 染 空 気 と 新 鮮 な 空 気 と を 置 換 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 工 場 跡 地 の 汚 染 土 壌 の 改 質 に 際 し て は 、 汚 染 土 壌 中 に 浄 化 用 パ イ プ を 埋 設 し 、 吐
出 管 内 に 洗 浄 水 を 圧 送 し 、 排 出 筒 よ り 流 出 す る 洗 浄 水 で 汚 染 土 壌 を 洗 浄 し 、 洗 浄 後 の 汚 水
を 吸 込 み 孔 か ら 還 流 通 路 内 に 流 入 さ せ 、 上 記 還 流 通 路 内 に 吸 引 管 が 挿 入 さ れ た ポ ン プ に よ
り 、 上 記 汚 水 を 浄 化 処 理 槽 内 に 導 く よ う に す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 発 明 に 係 る 浄 化 用 パ イ プ に お い て 、 汚 染 物 質 と は 、 汚 染 空 気 や 汚 水 等 を い い 、 ま た
浄 化 物 質 と は 、 新 鮮 な 空 気 や 浄 水 等 を い う 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 の よ う に 、 こ の 発 明 に 係 る 浄 化 用 パ イ プ に お い て は 、 吸 込 み 管 の 周 囲 の 汚 染 物 質 を
吸 込 み 孔 か ら 還 流 通 路 内 に 流 入 さ せ 、 吐 出 管 内 に 圧 送 さ れ る 浄 化 物 質 を 排 出 筒 か ら 排 出 さ
せ る よ う に し た の で 、 吸 込 み 管 の 周 囲 の 汚 染 物 質 を 浄 化 物 質 と 効 果 的 に 置 換 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 し た が っ て 、 ト ン ネ ル 坑 内 や 密 閉 さ れ た 作 業 空 間 内 へ の 設 置 に お い て 、 還 流 通 路 に 吸 引
力 を 付 与 し 、 吐 出 管 内 に 新 鮮 な 空 気 を 送 る こ と で 、 ト ン ネ ル 坑 内 や 密 閉 さ れ た 作 業 空 間 内
を 効 果 的 に 換 気 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 汚 染 土 壌 内 に 埋 設 し 、 還 流 通 路 に ポ ン プ の 吸 引 管 を 挿 入 し て 吸 引 力 を 付 与 し 、 か
つ 吐 出 管 内 に 洗 浄 水 を 圧 送 す る こ と に よ っ て 、 汚 染 土 壌 を 改 質 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 さ ら に 、 還 流 通 路 内 に ポ ン プ の 吸 引 管 を 挿 入 し 、 吐 出 管 内 に 洗 浄 水 を 圧 送 す る 使 用 に お
い て 、 浄 化 用 パ イ プ を 魚 の 養 殖 池 や 井 戸 の 貯 水 中 に 沈 め る こ と で 、 上 記 貯 水 を 浄 化 す る こ
と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 下 、 こ の 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ に 示 す よ う に 、 こ の 発 明 に
係 る 浄 化 用 パ イ プ Ａ は 、 吸 込 み 管 １ と 、 そ の 内 側 に 組 込 ま れ た 吐 出 管 ２ と か ら 成 る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 吸 込 み 管 １ に は 多 数 の 吸 込 み 孔 ３ が 全 長 に わ た っ て ほ ぼ 均 一 に 形 成 さ れ て い る 。 吸 込 み
管 １ は 、 ス テ ン レ ス や 鉄 、 ア ル ミ ニ ウ ム 等 の 金 属 か ら 成 る も の で あ っ て も よ く 、 あ る い は
合 成 樹 脂 か ら 成 る も の で あ っ て も よ い 。 浄 化 用 パ イ プ の 使 用 目 的 に 応 じ て 適 切 な 材 料 を 選
択 す る 。 ま た 、 吸 込 み 管 １ は 、 パ イ プ に 吸 込 み 孔 ３ を 穿 設 し た も の で あ っ て も よ く 、 あ る
い は 、 複 数 の ロ ッ ド を 円 筒 形 に 配 置 し 、 そ の 外 側 に 角 形 の 線 材 を 、 隣 接 す る 線 材 間 に 吸 込
み 孔 が 形 成 さ れ る よ う ス パ イ ラ ル 状 に 巻 付 け た も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 吸 込 み 孔 ３ は 、 図 ２ （ Ｉ ） に 示 す よ う に 、 丸 孔 で あ っ て も よ く 、 あ る い は 、 図 ２ （ II）
に 示 す よ う に 、 周 方 向 に 細 長 い ス リ ッ ト 状 の も の 、 さ ら に は 、 図 ２ （ III ） に 示 す よ う に
、 軸 方 向 に 細 長 い ス リ ッ ト 状 の も の で あ っ て も よ い 。 こ の 吸 込 み 孔 ３ の 開 口 面 積 と 吸 込 み
管 １ の 表 面 積 の 比 率 （ 開 口 比 ） は 浄 化 用 パ イ プ の 使 用 目 的 に 応 じ て 適 宜 に 設 定 す る 。 ま た
、 吸 込 み 管 １ の 外 径 も 浄 化 用 パ イ プ の 使 用 目 的 に 応 じ て 適 宜 に 決 定 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
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　 吐 出 管 ２ は 、 吸 込 み 管 １ の 内 径 面 と の 間 に 円 筒 状 の 還 流 通 路 ４ が 形 成 さ れ る 組 込 み と さ
れ て い る 。 そ の 吐 出 管 ２ に は 径 方 向 外 方 に 延 び る 複 数 の 排 出 筒 ５ が 吐 出 管 ２ の 長 さ 方 向 に
間 隔 を お い て 形 成 さ れ 、 各 排 出 筒 ５ は 吸 込 み 管 １ を 半 径 方 向 に 貫 通 し て 管 端 が 吸 込 み 管 １
の 外 部 に 臨 ん で い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 吐 出 管 ２ は 、 吸 込 み 管 １ と 同 様 に ス テ ン レ ス 、 鉄 、 あ る い は ア ル ミ ニ ウ ム 等 の 金 属 製 で
あ っ て も よ く 、 あ る い は 合 成 樹 脂 製 の も の で あ っ て も よ い 。 浄 化 用 パ イ プ の 使 用 目 的 に 応
じ て 適 切 な 材 料 を 選 択 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 実 施 の 形 態 で 示 す 浄 化 用 パ イ プ は 上 記 の 構 造 か ら 成 り 、 図 ３ お よ び 図 ４ は 使 用 の 各 例 を
示 し て い る 。 図 ３ は ト ン ネ ル 坑 内 の 換 気 用 と し て 用 い た 例 を 示 し 、 ト ン ネ ル 坑 １ ０ 内 の 上
部 に 浄 化 用 パ イ プ Ａ が 敷 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 場 合 、 浄 化 用 パ イ プ Ａ は 、 ト ン ネ ル 坑 １ ０ の 長 さ と ほ ぼ 等 し い 長 さ の も の を 用 い る
と 共 に 、 図 １ に 示 す よ う に 、 吐 出 管 ２ に 送 気 用 ブ ロ ワ ６ を 接 続 し て 吐 出 管 ２ 内 に 外 部 の 新
鮮 な 空 気 を 圧 送 し 、 ま た 、 還 流 通 路 ４ に 吸 引 用 ブ ロ ワ ７ を 接 続 し て 還 流 通 路 ４ 内 に 吸 引 力
を 付 与 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 記 還 流 通 路 ４ に 吸 引 力 を 付 与 す る と 、 ト ン ネ ル 坑 １ ０ 内 の 汚 染 さ れ た 空 気 は 吸 込 み 孔
３ か ら 還 流 通 路 ４ 内 に 吸 引 さ れ る と 共 に 、 吐 出 管 ２ 内 に 圧 送 さ れ た 新 鮮 な 空 気 が 排 出 筒 ５
か ら ト ン ネ ル 坑 １ ０ 内 に 排 出 さ れ る た め 、 ト ン ネ ル 坑 １ ０ 内 を 全 長 に わ た っ て き わ め て 効
果 的 に 換 気 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 記 の よ う な 使 用 に お い て 、 吸 引 用 ブ ロ ワ ７ か ら 吐 出 さ れ る 汚 染 空 気 は 湿 式 集 塵 機 等 の
集 塵 機 に 導 い て 汚 染 空 気 中 の 不 純 物 を 取 り 除 き 、 浄 化 さ れ た エ ア を 大 気 中 に 排 気 し て 、 大
気 が 汚 染 さ れ る の を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ３ で は 、 ト ン ネ ル 坑 １ ０ 内 の 換 気 を 例 に と っ て 説 明 し た が 、 密 閉 さ れ た 作 業 空 間 内 で
ア ス ベ ス ト 等 の 建 材 の 解 体 を 行 な う 場 合 に お い て 、 そ の 作 業 空 間 内 に 上 記 浄 化 用 パ イ プ Ａ
を 設 置 す る こ と で 、 そ の 作 業 空 間 内 を 効 果 的 に 換 気 す る こ と が で き る た め 、 安 全 性 の 高 い
作 業 空 間 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ４ は 、 工 場 跡 地 の 汚 染 土 壌 の 改 質 に 用 い た 例 を 示 す 。 こ の 場 合 、 浄 化 用 パ イ プ Ａ を 汚
染 土 壌 中 に 埋 設 し 、 吐 出 管 ２ に は ポ ン プ １ １ を 接 続 し て 洗 浄 水 を 吐 出 管 ２ 内 に 送 り 込 む と
共 に 、 還 流 通 路 ４ 内 に ポ ン プ １ ２ の 吸 引 管 １ ３ を 挿 入 し 、 そ の 吸 引 管 １ ３ に 吸 引 力 を 付 与
す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 上 記 の よ う な 使 用 に お い て 、 吐 出 管 ２ 内 に 圧 送 さ れ た 洗 浄 水 は 、 排 出 筒 ５ か ら 汚 染 土 壌
中 に 噴 出 さ れ 、 そ の 洗 浄 水 に よ り 汚 染 土 壌 が 洗 浄 さ れ て 、 浄 化 さ れ 改 質 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 洗 浄 後 の 汚 水 は 、 吸 込 み 管 １ の 吸 込 み 孔 ３ か ら 還 流 通 路 ４ 内 に 浸 入 し 、 吸 引 管 １ ３ に よ
り 吸 引 さ れ て 外 部 に 導 き 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 し た が っ て 、 図 ４ の 使 用 に お い て は 、 汚 染 土 壌 を 効 果 的 に 改 質 処 理 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 な お 、 吐 出 管 ２ 内 に 浄 水 を 圧 送 し 、 還 流 通 路 ４ に ポ ン プ １ ２ の 吸 引 管 １ ３ を 挿 入 す る 図
４ に 示 す よ う な 使 用 に お い て 、 そ の 浄 化 用 パ イ プ Ａ を 魚 の 養 殖 池 や 井 戸 の 貯 水 内 に 沈 め る
こ と に よ っ て 、 貯 水 を 浄 化 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
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【 図 １ 】 こ の 発 明 に 係 る 浄 化 用 パ イ プ の 実 施 形 態 を 示 す 縦 断 正 面 図
【 図 ２ 】 （ Ｉ ） 乃 至 （ III） は 吸 込 み 孔 の 各 例 を 示 す 斜 視 図
【 図 ３ 】 浄 化 用 パ イ プ の 使 用 の 一 例 を 示 す 断 面 図
【 図 ４ 】 浄 化 用 パ イ プ の 使 用 の 他 の 例 を 示 す 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
１ 　 　 吸 込 み 管
２ 　 　 吐 出 管
３ 　 　 吸 込 み 孔
４ 　 　 還 流 通 路
５ 　 　 排 出 筒
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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